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■実証実験に向けた運用フロー

システム利用準備 運航情報登録 運航情報検索 予約受付／運航情報更新

・準備期間に荷主／運送業者と海運事業者の双方に、マス
ター情報（会社情報等）を提出いただく
・マスター情報（会社情報等）の登録はマスターメンテナンス
機能で実施する

・海運事業者はシステムにログインし、自社の船便、
空き情報等の開示可能な情報登録を行う
（最初の一括登録は運用管理者が実施）
・実証実験期間中も必要に応じて、運航情報の登
録を行う

・荷主／運送業者はシステムにログインし
て、荷物を運搬したい方面の運航情報を検
索する

・荷主／運送業者は検索結果が予約等に必要な
情報が得られるか確認、評価を行う
・海運事業者は運航情報（空き情報など）をシス
テムにログインして更新を行う。
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